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近年 EdwardsandAnderson(EA.II) はオーダーパラメータの dynamicsを論 じ,ス
ピングラス状態についての興味ある議論を展開した｡その時の静的な解が EA.ⅠのI㌣
plica 公式の結果と一致 しないことに注意しておこうO パラメータqの dynamicsだけ¢)




o q(I)- [<S(やプ] の dynamicsaV
先ず話を簡単にするためexchange:∫..が充分に longrangeでかつ対称に分布するり
場含の Ising ス ピングラス系を考えるo与えられたスピン(S.- ±1)の時刻 tでの配
(9













㌃ q(t) = ~ 手 iq(t)I [` Sl'<tanhPEl>]avi
(2)
(3)










[<S.><tanh囲 ,>]｡V- [tanh2(βzJ･<S-> )]｡Vり J
- [tpzJ.j< Sj,弓 〆 EEE帰 kJ.1< Sj>< Sk,< S.,+- ･12 ]｡Vikl
-[β2ffJljJlk` SiX Sk'
-壇 f禦 jJ.kJ.lJi-<Sj,<Sk,<Sl,<S…>卜 ･･]av (6)
を得る｡ここでJ.が対称に分布 し,充分に longrangeであることから,り
[Jij]av-0 [Jfj]av- 吉





- [EJf,` S･'2]av+ [崇 JljJjk` S･'<Sk']avjlJ J -V -i≠k り)K J
=J2q (8)
と近似して良いであろうO (類似の近似はEA丑その他でもしばしば用いられる)(8)で
無視される項は 1/Nの程度の量と考えて良い｡同様に(6)の第二項は (j-k, 1-m),
(j- 1,k-m), (j-m,k- 1)の場含のみ残して
ffff [JljJlkJilJ-`Sj'<Sk>` Sl'<S->]av=3J4q2 (9)
となり,以下の項も同様に求められる｡ 結局
[<si>く tanhPE.>]｡,-P2J2q12P4J4q2+o[(βJJqI)6] uo)










T≦Tc ならば 石- ((PJf-1)/2(βJ)4













よ り q (t)- q(0)exp





ま q ′(t)- -3- ( [1- (βJ f]･4(βJ )4号 )q′(t)












T→T｡±0 につれて無限に長 くな り,他の相転移の場合 と同様,criticalslowingdown
(4) (:)
を示すことが解 る｡ この結果はEA･皿,および Fischer の得たものと類似である. 同









するとq(t)- [<S(t)>2]avの dynamicsが構成出来ることを示 した｡ここで 80)式 の
staticな場合,すなわち
q- [<S･)2]av- ltanh2p<EI>]avJ 価)
の高次の巾がどうなるかを考えてみる｡ いずれにしろ, ta｡h2の展開であるから,その
2n次の項は
β2nJff2- ,inJijlJlj2-Jlj2n` SJl'<Sj2'-'''`Sj2n' m)

















となる｡但2)<欄 ),7係数が一致することは, [tanh2p<El>]avを釘 で展開し各項に我(3)
々の近似 を行 うことと, tanh2(βJJ61x) をガウス分布で計算する(SK) こと,ま
(6)
たは Plefka のように<S>2- tanh2pH で与えられる量 を分子場の分布






U- - 2 [Jli<SS･>]av
< Ⅰ,J> l∫
であるから,スピンiとjに注目してその有効-ミル トニアンを
L〟ニー(J･S S･-(HIS +H･SJ)り lj 1 ∫
提5)
価)
としよう｡ここで, flIIl･はそれぞれ Sl,S･に作用する有効磁場で,分子場近似に従J ~ ~ ∫
って
H1- g′Jik<Sk> (和はk-jを除く)
Hj- 2'Jil<Sl> (和は 1 - iを除く)
で定義される｡627)の-ミル トニアンから,<S,S>は,)
< s s･>-T r (SiS･eV LJU)/T r(e~蹄 )l ) ' l ∫
epJ.jcoshβ(Hi+Hi)-e-7m.jcoshβ(H了 Iii)





[J15<S.Sj,]av-慧 (1→ tanh2町 tanh2Al,,｡V)
が成立する｡
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